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Hoinam Nho
　　The purpose of this paper is to measure, compare and contrast factors explaining 
the formation of life-career orientation of female students in Japan and Korea based on 
the methodology developed by Nho (2011). This paper examines how life-career 
orientation is influenced by factors such as the domestic environment and personal 
characteristics by analyzing the causal relationship among those factors.
　　Based upon a sample of 344 respondents (227 in Japan, 117 Korea) of adolescent 
women pursuing a career choice, we found evidence that: (1) Life-career orientation is 
based on three common factors making comparison between the two countries possible, 
(2) The average score of all is higher in Korea than in Japan except two factors such as 
“social attitude” and “achieving goal” on the life-career orientation scale, (3) Parents' 
assistance influences life-career orientation indirectly while our findings indicate that 
vocational consciousness has a direct inﬂ uence. The degree of inﬂ uence of “intellectual 
stimulation” on vocational consciousness is higher in Korea than in Japan. This suggests 













































































































































主で、大学 3、4年生、修士課程 1、2年生を中心とした日本人 227名、韓国はソウル市
内の A大学、B大学が主で、大学 3、4年生を中心とした韓国人 117名）。両国の大学は
首都圏に所在しており、私立の文系大学で、比較することに問題はないと判断した。調査
は 2008年 10月初旬から 11月中旬であった 1。
（２）質問紙構成
　ライフキャリア志向性尺度は、盧（2011）が作成した 26項目を用いた。




話題にしたり、意見を求める ｢仕事の話題｣ といった 3つの因子、14項目から構成され
ていた。この中から、因子ごとに今回研究目的に適切だと考えられる負荷量の高い項目を











































量 .75）、「父親は私の生き方についていろいろ指図する」（負荷量 .62）の 2項目から成り
立つ ｢父親の積極性｣ のα係数は .73だった。第 2因子は、｢父親モデル｣ と命名した。
「父親は自分の仕事にやりがいを感じていると思う」（負荷量 .64）、「父親は生き方を考え





る」（負荷量 .81）の 2項目から成り立つ ｢母親の積極性｣ のα係数は .73だった。第 2
因子は、｢母親モデル｣ と命名した。「母親は生き方を考える時の 1つのモデルになって
いる」（負荷量 .64）、「母親は自分の仕事にやりがいを感じていると思う」（負荷量 .52）
の 2項目から成り立つ ｢母親モデル｣ のα係数は .55でやや低い値であった。つまり、父
親と母親それぞれの働きかけ尺度においての ｢父親モデル｣「母親モデル｣ は、先行研究
である親の態度認知尺度（鹿内、2006）での ｢モデル｣ と同様の因子項目であった。し



















荷量 .91）など 4項目で構成される「自覚と理解度」のα係数は .90だった。第 3因子
は、｢職業価値観｣ と命名した。「仕事は人生にとってたいして重要なものだと思わない」








結果を Table 2に示した 7。







































































































































































































4 韓国のデータにおけるライフキャリア志向性尺度 26 項目の平均値、標準偏差を算出し、天井効果およ
びフロア効果が見られないことを確認した。次に最尤法・プロマックス回転による因子分析を行った。
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